
 - 1 -

「
川

の
あ

る
ま

ち
」

第
２

８
号
 

新
川

新
川

新
川

新
川
とと とと
岩
槻
古
道

岩
槻
古
道

岩
槻
古
道

岩
槻
古
道
    

―
―

―
―

―
―

―
―
新
川

新
川

新
川

新
川
はは はは
古
綾
瀬
川

古
綾
瀬
川

古
綾
瀬
川

古
綾
瀬
川
だ
っ
た

だ
っ
た

だ
っ
た

だ
っ
た
―
―

―
―

―
―

―
―
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加
藤
幸

一
 

（（ （（
１１ １１
）） ））
新
川

新
川

新
川

新
川
はは はは
古
綾
瀬
川

古
綾
瀬
川

古
綾
瀬
川

古
綾
瀬
川
 

綾
瀬

川
の

北
側

に
綾

瀬
川

と
並

行
し

て
見

ら
れ

る
道

が
県

道
蒲

生
岩

槻

線
で

、
こ

の
道

に
沿

っ
て

流
れ

て
い

る
川

が
「

新
川

」
で

あ
る

。
「

新
川

」

は
、

江
戸

時
代

は
「

古
綾

瀬
川

」
と

も
呼

ば
れ

て
い

た
。

元
の

綾
瀬

川
と

い
う

意
味

で
、
か

つ
て

は
綾

瀬
川

の
本

流
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。「
新

川
」

は
、
当

時
も

旧
越

巻
村
（

現
、
新

川
町

）
、
旧

七
左

衛
門

村
（

現
、
七

左
町

）
、

旧
大

間
野

村
（

現
、

大
間

野
町

）
と

流
れ

、
綾

瀬
川

に
注

い
で

い
た

。
 

「
新

川
」

は
、

江
戸

時
代

に
は

「
古

綾
瀬

川
」

と
呼

ば
れ

て
い

た
こ

と

が
、

長
島

村
の

名
主

で
あ

っ
た

内
山

家
の

古
文

書
の

解
読

を
進

め
て

い
る

中
で

判
明

し
た

。
さ

ら
に

、
現

在
の

綾
瀬

川
は

、
古

綾
瀬

川
に

対
し

て
「

新

綾
瀬

川
」

と
も

呼
ば

れ
た

こ
と

も
わ

か
っ

た
。

 

宝
暦

十
一

年
（

一
七

六
一

)
の

長
島

村
内

山
家

所
蔵

の
新

川
筋

絵
地

図

（
図

１
）

に
よ

る
と

、
新

川
は

、
現

在
の

県
民

健
康

福
祉

村
の

北
隣

に
あ

る
三

ツ
又

堰
よ

り
、

こ
の

新
川

が
綾

瀬
川

に
注

ぐ
綾

瀬
川

の
落

と
し

口
ま

で
を

指
し

て
い

る
。

川
幅

は
、

三
ツ

又
堰

付
近

で
は

四
間

半
、

越
巻

村
土

橋
で

は
七

間
、

大
間

野
村

土
橋

で
は

、
三

ツ
又

堰
付

近
の

川
幅

の
倍

の
九

間
と

な
っ

て
い

る
。

当
時

の
新

川
は

下
流

へ
行

け
ば

行
く

ほ
ど

広
が

っ
て

い
た

こ
と

も
わ

か
っ

た
。

 

な
お

、
三

ツ
又

堰
は

、
末

田
用

水
が

出
羽

堀
と

悪
水

落
し

（
現

在
の

新

川
）

と
に

分
か

れ
る

所
に

あ
り

、
堰

が
三

ツ
又

に
な

っ
て

い
る

た
め

に
こ

う
呼

ば
れ

た
。

古
く

か
ら

移
動

す
る

こ
と

な
く

、
同

じ
場

所
に

あ
る

。
 

こ
の

絵
地

図
に

よ
っ

て
新

川
が

江
戸

中
期

の
宝

暦
十

一
年

に
は

既
に

完

成
し

て
い

た
こ

と
が

わ
か

る
。

そ
の

当
時

の
新

川
の

様
子

を
伝

え
る

貴
重

な
資

料
と

い
え

る
。

新
川

は
、

実
は

二
五

〇
年

以
上

前
に

付
け

ら
れ

た
古

い
名

称
だ

っ
た

の
で

あ
る

。
 

                      

図１ 宝暦 11 年（1761）の新川筋絵図面（長島村内山家所蔵） 



 - 2 -

（（ （（
２２ ２２
）） ））
長
島
村

長
島
村

長
島
村

長
島
村
のの のの
五
才
堀
付
近

五
才
堀
付
近

五
才
堀
付
近

五
才
堀
付
近
のの のの
古
道

古
道

古
道

古
道
 

内
山

家
は

、
長

島
村

の
名

主
を

代
々

勤
め

た
家

柄
で

あ
る

。
天

保
七

年

（
一

八
三

六
）

の
長

島
村

内
山

家
所

蔵
の

五
才

堀
筋

付
近

の
絵

地
図

（
図

２
）
の

中
で

、「
寺

」
は
「

萬
蔵

寺
」
、
神

社
の

記
号

は
「

稲
荷

神
社

」
、
寺

の
東

隣
の

建
物

は
内

山
家

で
あ

る
。

格
式

あ
る

内
山

家
の

周
囲

に
は

囲
い

堀
が

見
ら

れ
る

。
 

太
郎

右
衛

門
堀

の
「

太
郎

右
衛

門
」

は
、

長
島

村
の

内
山

家
を

さ
す

。

内
山

家
の

屋
号

は
「

太
郎

右
衛

門
さ

ま
」

で
あ

る
。

 

末
田

用
水

の
三

ツ
又

堰
の

下
流

は
悪

水
落

し
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

こ

と
か

ら
、

三
ツ

又
堰

よ
り

下
流

は
、

末
田

用
水

の
悪

水
落

と
し

、
つ

ま
り

排
水

路
で

あ
り

、
こ

れ
が

古
綾

瀬
川

に
流

れ
込

み
、

新
川

の
上

流
部

と
し

て
整

備
さ

れ
、

古
綾

瀬
川

も
現

在
の

新
川

町
二

の
四

〇
〇

の
島

村
家

の
東

側
か

ら
新

川
の

中
・

下
流

部
と

し
て

整
備

さ
れ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
こ

う
し

て
完

成
さ

れ
た

新
川

は
、

主
に

排
水

路
と

し
て

利
用

さ
れ

て
き

た
の

で
あ

る
。

 

地
図

中
の

五
才

堀
筋

に
沿

っ
て

見
ら

れ
る

道
は

、「
岩

槻
道

」
と

呼
ば

れ

る
古

道
で

あ
る

。
東

は
新

川
筋

に
沿

っ
て

伸
び

て
い

る
。

さ
ら

に
そ

の
先

は
、

現
在

の
槍

先
（

や
り

ち
ゃ

き
）

通
り

、
旧

出
羽

掘
の

右
岸

、
そ

し
て

蒲
生

橋
で

日
光

街
道

（
現

在
の

蒲
生

茶
屋

通
り

）
へ

と
合

流
し

た
。

 

内
山

家
の

そ
ば

に
、

昔
の

名
残

が
現

在
に

ま
で

残
る

岩
槻

道
が

あ
る

。

内
山

家
の

西
隣

に
は

五
才

堀
に

架
か

る
大

堰
橋

が
あ

り
、

そ
の

大
堰

橋
よ

り
五

才
堀

筋
に

沿
っ

て
北

に
伸

び
る

農
道

が
岩

槻
道

で
あ

る
。

江
戸

時
代

の
名

残
を

残
す

古
道

と
し

て
、
後

世
に

残
し

た
い

も
の

で
あ

る
（

写
真

１
）
。
 

        

                                                                                                    

図２ 天保 7 年の長島村絵地図（長島村内山家文書より） 
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（（ （（
３３ ３３
）） ））
七
左
衛
門
村

七
左
衛
門
村

七
左
衛
門
村

七
左
衛
門
村
のの のの
新
川
付
近

新
川
付
近

新
川
付
近

新
川
付
近
    

か
つ

て
の

綾
瀬

川
本

流
で

あ
る

古
綾

瀬
川

は
、

五
才

堀
が

綾
瀬

川
に

注

ぐ
あ

た
り

か
ら

、
現

在
の

新
川

町
二

の
四

三
三

の
斉

藤
家

北
側

及
び

、
二

の
四

〇
〇

の
島

村
家

北
側

を
通

っ
て

（
現

在
、

こ
の

区
間

の
川

は
埋

め
ら

れ
て

お
り

、
川

の
名

残
は

全
く

な
い

）
、

今
の

新
川

筋
へ

と
流

れ
て

い
た

。

現
在

も
そ

の
綾

瀬
川

が
新

川
に

流
れ

込
ん

で
い

た
と

の
言

い
伝

え
が

残
っ

て
い

る
。

新
川

町
（

旧
・

越
巻

村
）

の
地

名
は

こ
の

新
川

か
ら

採
用

し
た

も
の

で
あ

る
。

 

慶
応

三
年

（
一

八
六

七
）

の
七

左
衛

門
村
井

出
家

所
蔵

の
七

左
衛

門
村

付
近

の
新

川
の

絵
地

図
（

図
３

）
に

よ
る

と
、

こ
の

中
に

「
古

綾
瀬

川
」

と
書

か
れ

た
川

が
あ

る
。

現
在

の
新

川
で

あ
る

。
出

羽
堀

は
古

く
か

ら
あ

り
、
現

在
の

県
民

福
祉

村
の

北
側

に
あ

る
三

ツ
又

堰
か

ら
東

流
し

て
き

た
。
 

出
羽

堀
は

、
江

戸
時

代
初

期
に

越
ケ
谷
領

を
開
発

し
た
会

田
出

羽
家
（

現

在
の
御
殿

町
に

あ
っ

た
）

の
名

前
か

ら
き

て
い

る
と
推
定

さ
れ

て
い

る
。

「
新
編
武

蔵
風

土
記
稿

」
と

い
う

江
戸

時
代

の
江

戸
幕
府

が
編

さ
ん

し
た

本
に

は
、

越
ケ
谷
宿

の
項
目

の
中

で
、
「
会

田
出

羽
介
正
之

（
ま

さ
ゆ

き
）

が
こ

の
地

（
越
ケ
谷
宿

の
御
殿

町
あ

た
り

）
に
住

ん
で

、
堀

を
開

き
、

そ

の
堀

を
『

出
羽

堀
』

と
唱

え
た

」
と

あ
る

。
 

江
戸

時
代

は
、

新
川

（
古

綾
瀬

川
）

の
左

岸
（

北
側

）
に

沿
っ

て
岩

槻

道
が

あ
っ

た
。

岩
槻

道
は

、
新

川
（

古
綾

瀬
川

）
に

沿
っ

て
北

西
方
向

に

直
進

し
、

新
綾

瀬
川

に
突

き
当

た
る

。
次

に
綾

瀬
川

に
流
入

し
て

い
る

五

才
堀

の
左

岸
に

沿
っ

て
北

に
進

み
、

長
島

村
の

名
主

内
山

家
の

そ
ば

の
大

堰
を

通
っ

て
現

在
の

五
才

川
橋
交
差
点

に
向

か
っ

た
。

こ
の

古
道

は
地

元

で
は

「
往
還

」
と

も
呼

ば
れ

て
い

た
。

 

ま
た

、
絵

地
図

の
中
央

に
は
観
照
院

が
あ

る
。
こ

の
観
照
院

か
ら

上
（

北

東
）
方
向

の
道

は
、

現
在

の
出

羽
小
学
校

に
通

じ
て

い
る

。
向

か
っ

て
右

（
南

東
）
方
向

の
道

は
、
赤

山
街

道
に
突

き
当

た
る

道
で

あ
る

。
そ

の
合

流
地
点

は
、

現
在

の
赤

山
道

と
国

道
４

号
バ
イ
パ
ス

の
交
差
点

あ
た

り
で

あ
る

。
 

                                                                                    

図３ 慶応 3 年の七左衛門村絵地図（七左衛門村井出家文書より） 
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（（ （（
４４ ４４
）） ））
大
間
野
村

大
間
野
村

大
間
野
村

大
間
野
村
のの のの
新
川

新
川

新
川

新
川
とと とと
綾
瀬
川
付
近

綾
瀬
川
付
近

綾
瀬
川
付
近

綾
瀬
川
付
近
    

天
保

十
一

年
（

一
八

四
〇

）
の

大
間

野
村

中
村

家
所

蔵
の

大
間

野
村

付

近
の

綾
瀬

川
筋

の
絵

地
図

（
図
４

）
に

は
、
「

古
綾

瀬
川

」
（

現
新

川
）

と

「
新

綾
瀬

川
」
（

現
綾

瀬
川

）
の

文
字

が
書

か
れ

、
「

古
綾

瀬
川

」
に

沿
っ

て
、
「

岩
附

（
岩

槻
）
往
来

道
」
（

岩
槻

道
）

と
記
載

さ
れ

て
い

る
。

 

岩
槻

道
と
赤

山
道

（
図

の
向

か
っ

て
左

）
が
交
差

す
る

地
点

に
新

川
を

跨
ぐ

土
橋

が
架

け
ら

れ
て

い
る

。
現

在
の

「
辰

の
口

橋
」

で
あ

る
。

 

こ
の

「
辰

（
竜

）
の

口
」

に
は

二
つ

の
伝
説

が
あ

る
。

一
つ

は
、
赤

山

街
道

沿
い

の
水

路
の

水
を

新
川

の
下

を
く

ぐ
っ

て
対

岸
に

流
す

た
め

に
作

っ
た
穴

に
、

水
路

の
水

が
吸

い
込

ま
れ

る
よ

う
に
激

し
く

落
ち

込
ん

で
い

て
、
そ

れ
が
辰
（
竜

）
の

口
の

よ
う

だ
っ

た
と

言
わ

れ
る

。
も

う
一

つ
は

、

川
底

の
下

を
く

ぐ
っ

て
い

る
大

き
な
穴

は
、
竜

が
川
底

の
地

中
か

ら
、
激

し
く

水
を

巻
き

上
げ

、
空

に
舞

い
上

が
っ

た
と

き
に

く
ぐ

っ
て

で
き

た
跡

で
あ

る
と

い
う

言
い

伝
え

で
あ

る
。

 

耕
地

整
理

が
行

わ
れ

る
昭
和

三
十

年
代
初
頭

ま
で

は
、

北
か

ら
流

れ
て

き
た
赤

山
街

道
沿

い
の

用
水

路
が

、
新

川
の

川
底

の
下

を
く

ぐ
る

よ
う

に

流
さ

れ
て

（
伏
せ

越
し

）
い

た
が

、
新

川
の

水
面

は
、
赤

山
街

道
沿

い
の

用
水

路
の

水
面

よ
り

も
か

な
り
低

か
っ

た
の

で
、
渦

を
巻

く
よ

う
に
激

し

く
流

れ
込

ん
で

い
た

の
で

あ
る

。
そ

し
て

新
川

の
下

を
く

ぐ
り
抜

け
た

水

は
、

対
岸

の
高

い
土
手

道
と

な
っ

て
い

た
赤

山
街

道
の

西
側

の
地
点

か
ら

噴
き

出
す

よ
う

に
し

て
出

て
、「

生
け
簀

」
に

流
れ

込
み

、
そ

の
水

は
、
す

ぐ
そ

ば
の

「
大
沼

」
に

落
と

さ
れ

た
り

、
赤

山
街

道
を

越
え

て
、
赤

山
街

道
の

東
側

の
、

現
在

の
大

間
野

町
四
丁
目

や
五
丁
目

に
用

水
と

し
て

流
さ

れ
た

り
し

て
い

た
。

 

「
新

綾
瀬

川
」（

現
綾

瀬
川

）
の

上
流

に
は
「

大
沼

」
と

呼
ば

れ
る

今
で

は
考

え
ら

れ
な

い
広

大
な
沼

が
あ

っ
た

。
こ

の
大
沼

は
、

越
谷

側
で

は
、

現
在

の
新

一
ノ

橋
周
辺

か
ら
武

蔵
野

中
学
校

に
か

け
て

広
が

り
、

七
左

衛

門
村

の
大
沼

神
明

（
兵
[
も

の
の
ふ
]
神

社
）

が
そ

の
大
沼

に
面

し
て

あ
っ

た
。

ま
た

綾
瀬

川
の

対
岸

の
草
加
方
面

へ
も

、
こ

の
大
沼

が
同

様
に

大
き

く
広

が
っ

て
い

た
（

図
４

）
。

 

                    

図４ 天保 11 年の大間野村絵地図（大間野村中村家文書より） 
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一
ノ

橋
（

図
５

の
新

綾
瀬

川
に

架
か

る
土

橋
）

は
、

江
戸

時
代

は
「

一

の
網
（

あ
じ

）
土

橋
」
と

呼
ん

で
い

た
。
こ

れ
が

い
つ

の
日

か
「

一
ノ

橋
」

と
呼

ば
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

「
あ

じ
」
と

は
、
地

元
の
方

言
「

あ
じ

あ
み

」
の

こ
と

か
も

し
れ

な
い

。

「
あ

じ
網

」
と

は
、
「

越
ヶ
谷

言
葉

 
方

言
と
訛
集

 
改
補
編

」
（

越
谷
市

郷
土
研
究
会
理
事

 
山
崎
善
司
著

）
に

よ
る

と
、

川
を
仕
切

り
船

に
取

り

付
け

た
大
網

で
、

上
り
魚

を
捕

る
漁
法

で
あ

る
と

い
う

。
 

角
左

（
か

く
ざ

）
堀

は
、

大
間

野
小
学
校

の
北

側
を

流
れ

る
現

在
の

排

水
路

筋
で

あ
る

。
 

図
４

で
、
久
伊
豆

神
社

の
現

在
地

は
、

光
福

寺
の
裏

の
大

間
野

町
二

の

二
〇

〇
の

か
つ

て
の

太
田

家
の
跡

地
（

現
在

、「
パ
ル
コ
ー
ト

越
谷

」
の
マ

ン
シ
ョ
ン

）
あ

た
り

で
あ

る
。

稲
荷

神
社

は
、

大
間

野
町

四
の

一
五

二
の

二
の

町
田

家
で

あ
る

。
弁

天
社

は
、

大
間

野
町

五
の

二
三

五
の
金

子
家

で

あ
る

。
以

上
の

三
社

は
、

慶
応

四
年

（
一

八
六

八
）

に
天

神
宮

の
地

に
合

祀
さ

れ
て

「
三

社
神

社
」

と
し

て
今

日
に
至

っ
て

い
る

。
 

な
お

、
現

在
の

綾
瀬

川
は

、
桶

川
市
小
針
領

家
の

備
前
堤

に
源

を
発

し
、

葛
飾

区
の

中
川

に
架

か
る

上
平
井

橋
南

側
で

合
流

す
る

全
長
約

三
十

九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

の
中

川
水
系

に
属

す
る

川
で

あ
る

。
 

し
か

し
、

か
つ

て
の

綾
瀬

川
は

、
足
立
郡

と
埼
玉
郡

の
郡
境

を
流

れ
、

近
世
初
頭

ま
で
荒

川
の

主
流

で
あ

っ
た

の
で

あ
る

。
 

     

                         

図５ 綾瀬川筋の絵図面（一部） 

（長島村内山家所蔵） 

 

写真 1 

昔の岩槻道の名残が今も昔の岩槻道の名残が今も昔の岩槻道の名残が今も昔の岩槻道の名残が今も 

見られる農道（内山家そば）見られる農道（内山家そば）見られる農道（内山家そば）見られる農道（内山家そば） 

<北方向を見る> 

 

現在は、かつての岩槻道と打って

変わって、人影が全くみられない寂

しい道となっている。 

向かって左端は大堰橋、向かって

右方、写真枠の外に内山家がある。 
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・末田用水は、三ツ又堰（県民健康福祉村の北隣） 

から、新川と出羽堀に分かれる。→写真２ 

・現在の県道蒲生岩槻線に沿って流れる新川は、江戸

時代は「古綾瀬川」とも呼び、現在の綾瀬川は、「新

綾瀬川」とも呼ばれた。 

・古綾瀬川（新川）の左岸（北側）に沿って岩槻道と

呼ばれた古道があった。 

・長島の内山家そばの五才堀の左岸にある農道は、 

昔の岩槻道の名残である。 

 

写真２ 

三ツ又堰（健康福祉村の北側）三ツ又堰（健康福祉村の北側）三ツ又堰（健康福祉村の北側）三ツ又堰（健康福祉村の北側） 

＜南方向を見る＞ 

 


